


「テクノメタリカ」への軌跡

2018年10月 金属部会創立60周年記念誌
金属部会初の記念誌として作成

2024年 1月 金属部会創立65周年記念誌
コロナ禍に負けない部会の思いをこめて作成

2025年 1月 テクノメタリカ2024
金属部会の年間活動を「年報」にまとめて、 年に1回

発行する。

執行役・幹事会の本報の永続発行への思いを込めて
「テクノメタリカ」と名付けた。

<テクノメタリカの命名由来>
テクノ =Techno=技術
メタリカ=Metallica=金属
メタルズ=Metals=金属部会(英正式名称)

2026年 1月 テクノメタリカ2025
2025年金属部会活動の振り返り・まとめ



テクノメタリカ2025（金属部会年報）
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部会長便り2026年（金属部会長年頭所感） 

起 
正月早々夢をみた。 
昨今の国会中継を見過ぎて、気分が高揚したまま眠りに落ちたせいだ。 
夢の中で和鐵は演説をしていた。 
「金属部会の同志の諸君、私は、今日ここで、はっきりと宣言します。 
　金属部会は、これからもますます飛躍します。絶対にです。 
　私たちはこれまでの、部会活動を止まることなく前に進み続けてきました。 
　知識を磨き、仲間を増やし、社会との接点を広げてきました。 
　その一歩一歩は確かなものです。 
　けれど、まだ十分ではない。ここで満足している場合ではない！ 
　金属技術は社会の骨格そのものです。 
　しかし、その中枢を担う技術士という存在が、まだ社会に正しく評価されていない！ 
　私たちの専門性は、もっと光を浴びていい。 
　私たちの情熱は、もっと未来を動かしていい。 
　私はその現状を変えにいきます。必ず変えます。 
　このところ、私が燃やし続けてきた心の炎は、次の3つです。 

CPDの証（あかし）を世に示す。 

部会員の半数以上が文科省データベースへ記録する部会にする。 
研鑽は誇りです。隠すものではない。堂々と「見せていく時代」を、私たちが切り拓く。 
データベースへの記録の意義など今更語るつもりはない。金属部会員なら、誰もがデータ
ベースに登録する。ただそれだけだ。それだけのことだ。他人の屁理屈など知ったことで
はない。登録してからなら屁理屈も聞いていい。いくらでも聞く。 

一次試験受験者を3倍に。 

　挑戦者で溢れる部会にする。 
　技術士は狭き門であっていい。 
　だが、門の前に誰もいない状況は許さない。 
　未来を創る若き金属技術者を、私たちが全力で支える。そのための手段は、過去の制約
に縛られるべきでない。「過去にこんなことを言われた」「こんなことをしたら怒られ
る」こんなことをつぶやきながら何もしてこなかった結果が現状ではなかろうか。ＳＮＳ
でも、ＮＯＴＥでもユーチューブでも手段は問わない。受験生を勧誘すべきだと考える。 
部会が受験指導をしてはいけない｡李下に冠を正さず。当たり前だ｡そんなこという前に､な
ぜ部会が受験生獲得に出張っていかなければならないのか気づいて欲しい。技術士という



資格にあぐらをかき、優越感にひたり、仲間で不満を言い合うだけの自分勝手だったので
はないか。本気で、自分の後輩を技術士に勧誘しようとしたことがあるか。 
   かつてそういう気持ちで創設したYES-Metals!も新人勧誘の気概を失い、仲間内の活動で
満足する陳腐な組織になり下がっていないか。数年前のコロナ明けの時期、和鐵は本気
で、気概を失ったYES-Metals!なんか潰すべきだと発言した。私の言葉に反応して、活動を
再開し、再び新人勧誘や受験に貢献しようとしてくれるようになった。でもまだまだだ。
かつてYES-Metals!から毎年たくさんの人数が試験に合格していた。しかし、合格した後が
情けない。YES-Metals!を作ったとき、皆さんに言った言葉を思い出してほしい。「あらゆ
る援助を惜しまない。見返りもいらない。ただし、ひとつだけ皆さんに要求する。それは
『やってもらったことを次の人にやってあげてほしい』これだけだ。YES-Metals!出身のメ
ンバーは本当にそれを実行しているのか。技術士になってしまえば、自分の努力でなったと
勘違いし、後進に無償の援助をしなくなっていないか。自分の心に聞いてほしい。 

DE&Iを文化にする。 

　メタルズ・DEIを金属部会のDNAにする。 
　多様性は力だ。異なる視点こそ、技術の進歩を加速させる。 
　誰も置いていかない部会。誰もが参加したくなる部会。 
　その姿を、私たちが体現する。 
　この挑戦は、これまで皆さんが築き上げてきた土台があるからこそできる。 
　既存の活動は一切止めない。すべてを強化し、さらに前へ押し出す。 
　方法論は簡単だ。たくさんの人が参加する部会活動を行う。理念や、能書きは不要だ。
多くの人が集まる活動は多様性を受け入れているということだ。参加者の数は活動の原動
力であり、成果だ。そう信じている。 

結 
　金属技術は社会を動かす力だ。 
　その先頭に立つのは、私たち金属部会。 
　仲間の皆さん。胸を張りましょう。誇りを取り戻しましょう。 
　私たちは、その資格がある。 
　私たちは、技術で未来を形づくる。 
　さあ、行きましょう。 
　炎を絶やさず、挑戦を止めず、金属の力で社会の未来を鍛え抜く。 
　そういう金属部会の先頭に、私は立ち続けます。たとえ反対勢力や冷ややかな目線があ
ろうとも部会とともに活動します。どうかこれからも、共に活動を盛り上げましょう。」 

ちょうど、ここで目が覚めた。 
本年もよろしく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和鐵拝。２０２６年元旦
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僅か数％の部会員からなる部会でありますが、十分活性

化が図られた部会活動になっていると思います。また、各

人の委員会活動や各地域活動でも金属部会の方の活

躍が光っていると思います。その時の事情などで、個人とし

て各種活動を⾧く継続するのは難しいと思いますが、うまく

次の方へバトンタッチしていただけることを期待しています。 

                         渡邉 喜夫 

みなさまからの声 

金属部会の熱意とエネルギーには感服いたします。そして

幅広く深い CPD 講演会はいつも興味深く拝聴させていた

だいています。地球は激しい温暖化と大国の愚かな指導

者達により危機的状況ですが、我々技術士は自分たちの

良識と技術力を信じて諦めずに活動して闘うしかないです

ね。日本は国家が本気で核融合発電、洋上風力発電、

地熱発電、半導体産業を発展させようとしているようなの

で将来を楽観しています。             石田 正雄 

タイでは、中国企業の進出や部品の輸入により、日本の

企業が苦境に立たされています。日本企業が「品質が良

い」と主張しても、中国製品の低価格には敵わないのが現

状です。この状況は、将来的に日本でも起こり得るかもし

れません。今こそ、私たち技術士が価格以外の価値を創

造し、リーダーシップを発揮することが求められています。 

                        常夏の鍛冶屋 

技術士会活動は「ボランティアである」としばしば言われま

す。しかしながら、活動を通じて得た経験や気づきには、対

価では測り得ない価値があると感じています。この得たもの

の積み上げが、技術士としての視野を広げる大きな糧とな

るだろうと信じたい。得られた知見や考え方は、技術士とし

ての資質を高め、思考力と対応力の幅を広げてくれるもの

と期待したい。今後も一層の成⾧を目指し、引き続き技

術士会活動に励んでいきたい。          宮内 憲一 

ここ数年、日本金属学会で諸々の委員に就いていること

を利用して、会報「まてりあ」に部会員の声を載せたりし、 

技術士シンポジウムの開催に関わってきました。金属部会

という一つの部会ながら学術界（学会）に組織として関

わる手助けをすることで、技術士や日本技術士会、そして

個人の知名度向上には多少なりとも貢献できたかな、と

手前味噌ながら思っています。このような活動が単発で 

なく、今後とも継続していきますように。    田中 秀明 

2001 年末中国が WTO に加盟以降、日本の多くの企

業は中国に製造拠点を移しました。 LED、太陽光パネ

ル、Li イオン電池、ネオジム磁石等は全て日本生まれの 

マテリアル技術ですが、今や資源大国の中国が世界市場

を席巻しています。最近安全保障貿易管理の観点から

先端技術の海外流出が問題視されています。今期より海

外活動支援委員会委員⾧をお引き受けした私にとって、

技術士の海外活動の在り方を考える契機となりました。 

                         細谷 佳弘 

定例部会の講演会以外にも勉強会や講演会など多様な

催しものがあって、技術士会の中でも大変精力的な部会

と感じています。                      池田 大亮 

講演や意見交換を通じ、他業種の視点からの気づきが 

得られるのが部会の魅力と思います。今後も会員同士の

交流を深める機会を増やせるとよいと思います。 

                         加藤 友則 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は 2021 年 6 月に金属部会⾧を退任し、現部会⾧

にバトンタッチしました。あれから４年経過しましたが、若返

った執行役、幹事の方々が大いに頑張っていることに接し

嬉しく思い、誇りに感じています。また、最近では行事の企

画と実施を、執行役・幹事の方たちが協力して、これまで

以上にしっかりした共同体制を敷いているように感じます。

協力者の方たちはご苦労だと思いますが、素晴らしい体制

だと思いますので、是非これを続けていただくよう希望いた

します。                          小林 経明 

今年の部会は企業内技術士勉強会、たたらツアーなどに

参加し、いずれも内容の濃い体験ができました。また近況

としては、数年前に副業で始めた個人事務所がようやく 

名実ともに開業できたと思えるようなレベルに近づいて 

います。                       中村 晋也 

当方は以前から SNS を結構愛用しているほうで、主に Facebook、X(旧 twitter)、Instagram 等を活用し、写真を

投稿したり、各種のホットな情報等を入手したりしています。ところで、11 月の初順ころ Facebook で、すでに「友達」にな

っている日本技術士会のある方から改めてかどうかわかりませんが「友達申請」がありまして、ついうっかり友達の「承認」の

OK ボタンを押してしまいました。しかし、どうもおかしいと思い、極短時間で承認の「削除」しました。ただ、少し日が過ぎて、

別の方から「新井田さん、新しく新井田という名前の友達申請が出回っています・・」との知らせがありましてドキッとした次第

です。明らかに「なりすましアカウント」で、すでに金属関係他の何名かが友達「承認」していただいておりました。影響が広が

るといけないので、当該の皆様には削除をお願いしまして、現在は当該アカウントは生きてはいるものの、友達承認はされて

いないようでほっとしています。是非皆様も、SNS の扱いには十分注意して活用していただければと思います。 

                         新井田 有慶 

金属部会は、時代と共に、トップダウン方式から、皆さんで

作り上げてゆく部会へ推移中かと思います。このやり方は、

ややサークル活動的な感じもしますが、一般社会に技術

士を知らしめ、使える資格とするための一過程と考えるな

ら、自由闊達で良い方向に向かっていると思います。今後

も、部会、幹事会、役員会、見学会、CPD セミナーを中

心として、益々の発展に貢献できるように協力しましょう。 

                         中山 佳則 

金属部会の会合に参加して、本当に活力をもらって 

います。企画者もさることながら参加している人が意見を

言い合えるって素敵だなあと感じています。 

                          田中 和明 

みなさまからの声 

毎回試行を凝らした講演会を開催して頂き、感謝して 

おります。                         匿名希望 

5 月にたたらツアーに参加させて頂きました。実際にたたら

製鉄現場を見学して日本古来の精錬法を知ることができ

ました。また、奥出雲の水田の美しさはたたら製鉄が関係

していることも知りました。年一回でもこのような研修旅行

ができれば、頭のボケ防止と自然も楽しめます。計画をお

願いいたします。                      川村 明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印象に残った活動やエピソード 
今年を振り返ると、5 月に実施された「たたらツアー」が最も大きな反響を呼んだ一年である。 奥出雲のたたら遺跡を 

実際に訪れ、地下構造や操業の仕組み、金屋子神社が果たした歴史的役割などを現地で学んだことで、参加者は鉄へ

の理解と関心を一段と深めることができた。テレビや講演では得られない臨場感や新たな発見が多く、修学旅行のように 

楽しく充実した体験であったとの声も寄せられている。 

また、⾧坂絵夢氏による講演をはじめ、歴史金属学やショットピーニングなど多様な講演会も印象に残り、芸術・技術・

歴史の幅広い視点から金属の魅力を再認識する機会となった。 

これらの活動を通じて、部会の取り組みの充実と参加者の熱意が強く感じられた。 

技術士の本分は、日本と世界の産業界の発展に貢献し

ていくことと考えます。そこに繋がる金属部会の活発な活

動を誇りに感じます。更に力強く貢献できるよう、技術士

の認知度向上の活動も重要と考えます。SNS やプレス 

リリース配信サービスの活用など、少しずつ具体化してきま

した。引き続き、地道な精進を継続していこうと思います。 

                                 松下 滋 

2025 年は、３回の講演を行い、うち１回はセミナーの企

画・運営も兼ねるなど忙しい一年でした。おかげで新たに

講演できるテーマが思いうかばず、来年は CPD 支援委員

会の委員として、講演テーマと講師を見つける方で貢献し

たいと思います。開店休業状態の技術士事務所もなんと

か実働させたいです。また、歴史金属学の講演で紹介さ

れたチャツボミゴケ公園が実家から近いので、一度訪問し

てみたいと思います。                  安齋 英哉 2025 年もあっという間でしたね。たたらツアーは充実! 

新歓行事や各種セミナー、定例部会を通じ、若手の多様

な発言・発表は印象深く、年配の方々からの経験に基づ

く示唆にも学びがありました。一次試験受験者 300 人と

いう高い目標にも励まされ、世代や背景を超え、公平性と

包摂性を大切に学び合える金属部会の活動を継続して

まいりたいです。                      藤間 美子 

10 月末、技術士全国大会(熊本)に参加した。最も印

象に残った事、それは、第 3 分科会(地域)で行われた、

この所、盛り上がっている九州・山口を念頭にした「半導

体産業の集積と地域の未来」と題する「地域づくり」の基

調講演だった。要旨は以下の通り。①GDP 中心の経済

指標は通用しなくなる。②最新鋭の工場を誘致しても、

住む町がウエルビーイングでなければ持続しない。③住民

の QOL(生活の質)向上は、価値の創造につながる。その

通りだと思った。              奥村 貞雄 (92 歳) 

みなさまからの声 

金属という視点で様々な方と交流でき、新たな気づきを

得る貴重な場だと再認識しております。なかなか現業に追

われ参加できないことも多いのですが、これからも参加させ

ていただきたいです。          YES Metals!幹事 A 

今年二次試験に合格し、少しずつ活動に参加し始めたと

ころです。部会については、まだ十分に理解できていないの

が正直なところですが、まずは知り合いを増やしていければ

と思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

                           匿名希望 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの活動に向けて 
・社会貢献や認知拡大のため、技術相談などのボランティア活動や金属部門技術士の周知が求められている。 

・地域による参加格差を縮め、地方や近畿地区の会員も参加しやすい環境づくりが重要視されている。 

・若手や異分野の視点を取り入れ、複合材料や分析・計測技術など周辺分野にもテーマを広げることが期待されている。 

・講演会と見学会の組み合わせ、宿泊型見学会、国際連携など、活動の幅を広げる提案が寄せられた。 

・老若男女が参加しやすい開かれた部会として、若手の参画促進や会員同士のつながり強化が課題と考えられている。 

今後の定例部会の技術講演会において最新技術を扱う

だけでなく、歴史金属学とは別に日本金属学会が作って

いる教科書の内容で重要だと言えることに関して改めて学

ぶ機会を提供する取り組みをしてはどうでしょうか。大学に

「金属工学科」や「材料工学科」が少なくなった今、また、

少子高齢化社会において技術の伝承が難しくなった今、

金属部門の技術士が改めて学び直し、何が重要かについ

て考えることは意義深いと考えます。   

                                  橋本 英樹 

今年から金属部会に参加させて頂きます。原料採取か

ら、製造、使用、廃棄に至るまで、幅広く、奥深い金属に

ついて、本部会で知見を深めさせて頂ければ幸いです。  

                    石橋 良 

みなさまからの声 

2024 年と 2025 年それぞれ１年間の自身の CPD 行

事参加状況を比較してみました。件数は同数で 1 か月 

あたり約３回の参加でした。2024 年→2025 年の変化

は、技術士会行事が 63%→79%、うち金属部会行事

は、39%→50%と増加し、技術士会以外の行事は

37%→21%と減少しました。技術士会、特に金属部会

のコンテンツが充実しているためと思いました。来年は、外

の世界を見に行くよう意識しようと思います。 

                                 櫻井 理孝 

万博で８時間強並んで「ファルネーゼのアトラス」を観賞 

しました。紀元前の人間はすでに黄道十二宮を見出して

おり、かつ精緻な彫刻技術を持っていた事が分かります。 

現代社会で我々は、AI に代表されるあらゆる科学技術

の恩恵に与っていますが、それでも私は最後に必要とされ

るのはあくまで人間の考える力であり、それらを技術士が 

代表して使われるのではなく、使っていくべきと考えており 

ます。                             中村 将士 

2025 年秋、2 回目の定年退職を迎え新たな職場にて

65 歳の新入社員となりました。これまでどおりエネルギー

関連の業務ではありますが、違った視点から社会を捉え、

この経験を技術士会活動にも活かしていきたいと考えてい

ます。2025 年の定例会ではリアル参加者が少ない傾向

にありましたが、魅力的な CPD 講演を企画することで、 

金属部会活動の活性化につなげていく所存です。 

                         小森 光徳 

「みなさまからの声」をお寄せいただき、誠にありがとう

ございました。 いただいたお声を今後の部会活動に

活かしてまいります。ひき続き、ご協力をお願いします。 





金属部会の紹介

新合格者の自己紹介

YES-Metals！活動内容の紹介

日本金属学会における「What’s 技術士？」情宣活動内容紹介①

日本金属学会における「What’s 技術士？」情宣活動内容紹介②

日本金属学会における「What’s 技術士？」技術者倫理

「本気で金属技術士をめざしませんか？」活動＆意見交換



金属部会主催の見学会
見学会はCPD行事です
参加者は各自見学記を
作成していただきます



金属部会ＣＰＤたたら見学会・金属部会 CPD 技術セミナー特別編

奥出雲たたら見学会・講演会

広島県 金属・総合技術監理部門

櫻井 理孝

ＪＦＥスチール株式会社

１．はじめに

2025年 5月17日（土）から翌18日（日）に

会について紹介する。

２．本企画を立案するに至った経緯

本部にお越しいただき、web中継も加えて、中

３．事前準備・開催案内

「たたら」とは、世界にも稀にみる日本古来

1)かけて、日本技術士会金属部会主催により実施 の製鉄技術である 。鉄鉱石や砂鉄を原料とし

された「奥出雲たたら遺跡バスツアー2025」と た製鉄が古来行われてきた中国地方にはたた

和鋼博物館からの配信「たたらと日本刀」講演 ら製鉄遺跡が多く存在し、2012 年度の中国本

部の見学会、2023 年度の島根例会の見学会で

取り上げられている。そこで、「島根のたたら

2)金属部会では、地域連携活動として、地域本 関連施設」を紹介した記事 や上述の下見見学

部訪問交流会を行っている。2023年 6月10日 を参考に、厳選した4か所の奥出雲たたら遺跡

に、金属部会田中部会長、松下副部会長に中国 を巡るバスツアーを企画した。

中国本部では、2016 年の化学/繊維/金属部

国本部と交流会を実施した。ここで、金属部会 会講演会で、和鋼博物館；伊藤正和館長をお招

定例会中国本部交流会を行うことが提案され、 きし、「明治日本の産業革命遺産 鉄の道文化圏」

2024年4月28日に、中国本部所属金属部会員 と題してご講演をいただいた。今回は、和鋼博

によるCPD講演、中国本部の活動紹介を中国本 物館；荒川優司前館長、島根大学；森戸茂一教

部で開催し、web配信を行った。しかしながら、 授に本企画の趣旨を説明して、ご講演をお願い

この日は、GWに入っており、統括本部からの参 し、ご快諾をいただいた。その後、web会議を

加ができず、代替として、その前週の 4 月 20 行って、講演会のテーマを「たたらと日本刀」

日に田中部会長と筆者で奥出雲のたたら関連 とすることとし、安来市古川町の鷺の湯温泉宿

施設の見学・下見を行い、本企画を検討した。 泊施設もご紹介いただいた。

図-1 「奥出雲たたら遺跡バスツアー2025」と和鋼博物館からの配信「たたらと日本刀」講演会募集チラシ

技 術 紀 行
「2025年 12月1日発行 中国本部会報No.30の記事から転載」



より募集を行ったところ、東は福島県、西は福

った場合の対応、など、参加者側の目線に寄り

して、事前連絡を入念に行った。

３．福山駅→島根県雲南市（バス車内）

て、当日配布して説明した。また、「たたらクイ

ズ」などバス乗車中の行事を行った。

3.1 バスツアーの行程と中国地方の紹介

たら遺跡バスツアー」の位置情報や中国地方・

図-1の見学会・講演会のチラシを作成し、日 瀬戸内海工業地域の紹介を図-2 に示す地図を

本技術士会HPの「技術士ＣＰＤ行事申込一覧」 作成して説明した。

大阪方面から山陽新幹線で集合場所の福山

岡県の 11 都県から、26 名に参加いただいた。 駅に向かうとき、進行方向左手に瀬戸内海が見

団体行動であることや遠方から参加者が多 える。加古川、姫路、岡山、倉敷、福山、尾道、

いことから、トラブルが発生するリスクも予想 三原などの瀬戸内海沿岸には、図-2 の下部に

された。そこで、統括本部のツアー連絡担当幹 示す、瀬戸内海工業地域がある。伝統的な造船

事と連携して、集合場所の詳細、当日朝の移動 業・繊維工業の他、戦前から自動車工業があり、

のダイア、前日入りされる方への観光案内、訪 石油化学コンビナート、製鉄所が進出し、重化

問先、宿泊先、万が一集合時間に間に合わなか 学工業が発達した。

今回のたたらツアーの行程は、福山駅をバス

添った「旅のしおり」をあらかじめ作成・送付 で出発し、山陽自動車道を西へ進み、尾道から

松江自動車道で北に向かい、島根県の奥出雲を

目指す。雲南市吉田町を起点として、北東へ進

福山駅を出発し、山陽自動車道、松江自動車 み、奥出雲町を経て、安来市へと向かう。古来

道を通り、最初の立ち寄り先である道の駅たた より、たたら製鉄が盛んに行われていた「鉄の

ら場壱番地(休憩)までは、1 時間 45 分の時間 道文化圏」を辿って、たたら遺跡を訪れるルー

を要する。そこで、予習パンフレットを作成し トである。

一方、日本最古の製鉄遺跡は、中国地方の南

側にあり、岡山県総社市の「千引カナクロ谷遺

跡が 6 世紀後半、広島県三原市の「小丸遺跡」

遠方から参加者が多いことから、「奥出雲た が弥生時代、と言われている。

図-2 「奥出雲たたら遺跡バスツアー」の位置情報と中国地方・瀬戸内海工業地域の紹介



燃料の木炭を得る森林も広大であったため、こ

3,4)

のツアーの訪問地の一つである。

4)

3.2 たたら製鉄法と現代の高炉法の比較

5)

に対し、高炉では約 1300℃の熱風を 4 気圧で

奥出雲地域には、たたら製鉄の原料となる良 送って反応させている。しかしながら、どちら

質な砂鉄を含む花崗岩(真砂土)が広く分布し、 も原理はだいたい同じである。

図-4にたたら製鉄法と高炉法の生産性の比

3)れらの資源を求めて製鉄技術者が多数集まっ 較 を示す。生産量については、一つの高炉か

てきた。この歴史を象徴するのが、金屋子神話 ら 1 日で約 9000 トンを生産しており、たたら

である。鉄づくりの神「金屋子神」は、播磨の の約7000倍である。労働生産性では、1人年間

国(現在の兵庫県宍粟市)から、白鷺(しらさぎ) で約4500トン生産し、およそ2000倍に相当す

に乗って出雲の国(現在の島根県安来市広瀬町 る。歩留まりも高炉が3倍くらい良いと思われ

西比田)に飛来し、地元の人びとに製鉄法を伝 る。地球温暖化の原因とされているCO2の排出

授したのち、その地に祀られるようになったと 量は、鉄を1トン作るのに、高炉は約1/6程度

されている 。「金屋子神社」の総本社も今回 である。原理はほぼ同じであるが、時代を下る

ことによってかなり進歩していると言える。表

図-2 に点線で示した枠は、金屋子神社に伝 に組成を示したが、和鋼は C が 1.3%で P,S が

わる奉加帳(寛政3年=1791年)に記載されてい かなり低い。これは、たたら製鉄法が低温で行

る「たたら」「大鍛冶場」が分布していたエリア われるため、不純物が入りにくいことによる。

である。安芸(広島県西部)、備後(広島県東部)、 和鋼は、不純物が少ないことにより、刃物の製

美作(岡山県北部)、播磨(兵庫県南西部)、伯耆 造に適している。高炉から出てくるのは銑鉄で、

(鳥取県西部)、出雲(島根県東部)、石見(島根 Cは4%、P,Sはまだ不純物としたくさん入って

県西部)などの当時の八か国におよんでいる 。 いる。製鋼工場で精錬すると和鋼に一番近い組

成のSK5と呼ばれる規格の、包丁や刃物などに

図-3 にたたら製鉄法と高炉法の炉内構造の 使われる鋼も製造できる。

比較 を示す。高炉法では、還元剤として石炭 3.3 たたらクイズ大会とたたら小説

を蒸し焼きにしたコークス、鉄源として焼結鉱、 金属部会；田中部会長が、準備された、たた

増滓剤として石灰石を使っている。一方、たた らの技術や知識を 3 択のクイズ形式で問うパ

ら製鉄法では、還元剤として木炭、鉄源として ネルを用いて、クイズ大会が行われた。また、

砂鉄、増滓剤として窯の土を使っている。送風 田中部会長書下ろしの小説「鋼の記憶/金屋子

も、たたらの場合はふいご空気を送っているの 神秘録」が参加者に進呈された。

図-3 たたら製鉄法と高炉法の炉内構造の比較 5) 図-4 たたら製鉄法と高炉法の生産性の比較 5)



４．たたらツアー訪問先

4.1 鉄の歴史博物館

初めに訪れた「鉄の歴史博物館」では、当

時の「たたら製鉄」に使われていた道具や生

活用品などの展示物を通じて、この地域の歴史

や「たたら製鉄」の技術への理解が深まった。

写真-1 鉄の歴史博物館での集合写真

4.2 菅谷たたら山内

次に「菅谷たたら山内」では、実際に操業が

行われていた「菅谷たたら高殿」を見学した。

ていた操業の歴史、この地が「たたら製鉄」に

見ることができた。

写真-2 菅谷たたら高殿前での集合写真

4.3 奥出雲たたらと刀剣館

3番目の「奥出雲たたらと刀剣館」では、た

たら炉の地下構造も含めた実物大の断面模型

を見て、先に見た現存するたたら炉の内部構造

や仕組みの理解が深まった。地域資源を上手に

活用した操業や、持続可能な循環型の営みに触

れ、自身の専門分野においても地域資源や環境

を有効に活用するヒントが得られた。

写真-3 日本で唯一現存するたたら炉(菅谷たたら)

写真-4 たたら炉地下構造実物大模型前での集合写真

(奥出雲たたらと刀剣館)

江戸時代から大正時代まで約 170 年間行われ 4.4 金屋子神社

最後に、製鉄の神、金屋子神を祀る「金屋子

適した場所(砂鉄採取、木を伐採して木炭にす 神社」を正式参拝した。大正時代まで、各地の

る、風、荷運びなど)であったことが分かった。 たたらの村下らが参り、良鉄の生産と操業の安

唯一現存する「菅谷たたら高殿」の内部構造を 全を祈った。当時の宮司は、金屋子神を信仰す

る各地のたたらを巡った。安部宮司によると

「金屋子神社は、技術的な情報を一番持ち、良

鉄をもたらす神業を授ける存在であった」との

ことであった。参加者は、拝殿でお札を受け取

り、それぞれの『たたら場(＝金属関係の職場)』

へ戻った。

写真-5 金屋子神社拝殿前での集合写真



4.5 鷺の湯温泉（島根県安来市古川町）

と食事をおいしくいただくことができた。

写真-6 に金屋子神社より授かった御神酒、

卜藏家鈩の舎)の写真を示す。

写真-6 金屋子神社より授かった御神酒、御札、御朱印、

玉鋼(左;日刀保たたら、右;鉄師卜藏家鈩の舎)

５．和鋼博物館・講演会

た。館内の映像ホールを会場として、長谷川正

『たたら製鉄』」、島根大学の森戸茂一教授 6)

配信したことで、北は北海道から南は沖縄まで

もの参加があった。

中国地方のたたら製鉄の歴史について、他の

地域から来られた皆様に実際に触れていただ

くとともに、オンラインを活用して現地から全

国に発信することができた。

5.1 【講演要旨】「古代～近世の製鉄技術『たたら  

製鉄』」 和鋼博物館 長谷川正人館長

本講演では、最初に、和鋼博物館の新館長で

ある長谷川館長による自己紹介と博物館の概

要説明が行われた。和鋼博物館は、たたら製鉄

を中心とした日本の伝統的製鉄技術に関する

安来市古川町の温泉で一泊した。到着後の懇 展示を行っており、たたらの歴史、技術、道具、

親会では、金屋子神社で授かった御神酒「玉鋼」 流通、近代化、安来鋼、日本刀など多岐にわた

る資料を収蔵・展示している。

続いて、日本の製鉄技術の歴史について解説

御札、御朱印、玉鋼(左;日刀保たたら、右;鉄師 した。古墳時代に始まった日本の製鉄技術は時

代とともに発展し、和鋼の製造に至ったが、近

代化の影響で一時衰退した。現在は日本美術刀

剣保存協会によりたたら製鉄技術が継承され、

玉鋼の製造に活用されている。「砂鉄七里に炭

三里」という言葉を引用し、製鉄に必要な原料

調達の重要性を強調した。砂鉄の埋蔵状況や製

鉄遺跡の分布図を用いて、古代末期から中世に

かけての製鉄活動の実態を示した。

さらに、たたら製鉄の技術と構造について詳

細に説明された。製鉄に不可欠な三要素（土、

風、村下→写真-7参照）と炉の地下構造の重要

性を強調し、時代の進展に伴う炉の大型化と複

雑化について解説した。特に土の選定や炉構造

翌日は和鋼博物館を訪問し、「たたらと日本 が製鉄プロセスに与える影響に着目し、土が触

刀」をテーマとした技術セミナー講演を開催し 媒として機能する重要性を指摘した。

また、たたら製鉄の歴史と地域性についても

人館長(写真-8)より「古代～近世の製鉄技術 論じた。古事記や神話との関連性を示唆し、中

国地方、特に出雲地域における製鉄技術の発展、

(写真-9)より「日本刀とマルテンサイト」と題 環境問題や持続可能な産業への配慮について

して、それぞれ 1 時間のご講演をいただいた。 触れた。さらに、朝鮮半島からの技術伝播や豊

この講演会には、和鋼博物館現地での講師、招 富な森林資源が地域の製鉄業発展に寄与した

待者を含めた合計30名のほか、当館よりZOOM 点を指摘した。

最後に、神話と歴史的背景の関連性に関する

28 都道府県からの 68 名を加えた、合計 98 名 議論を紹介し、新羅からの移住者と白鷺伝説の

解釈を提示した。

写真-7 製鉄に不可欠な三要素



5.2 【講演要旨】 「タタラ製鉄と日本刀」  

島根大学の森戸茂一教授

たたら製鉄の歴史的変遷と日本刀の製造過

程について概説した。特に、玉鋼の重要性や日

本刀の形状変化、古刀が最も優れているとされ

る理由に焦点を当てた。また、鉄鋼材料の力学

特性が金属組織や熱処理に大きく影響される

点についても言及した。

さらに、マルテンサイト組織の構造解析に関

しては、光学顕微鏡では識別が困難なマルテン

サイトを、結晶方位関係を用いた EBSD 法によ

らマルテンサイトへの変態過程や、パケット・

た。

加えて、日本刀の製造過程における炭素量と

冷却速度や温度の影響を受けることを説明し

が存在することを示唆し、これらの組織観察を

とを提案した。

写真-8 長谷川館長      写真-9 森戸教授

写真-10 和鋼博物館での集合写真

り解析する手法を紹介した。オーステナイトか ６．おわりに

筆者は、日本技術士会金属部会の地域連携幹

ブロックの抽出方法についても解説し、近年で 事を担当している。統括本部やの地域本部の情

は Python を用いた自動解析技術の発展により 報を入手して中国本部内に展開するとともに、

効率的な解析が可能となっていることを示し 今後も、中国地方の情報を全国に発信していく

所存である。

組織構造の関係について議論した。マルテンサ 参考文献

イト組織は炭素量により変化し、波紋の違いは (1) 小村滴水：科学館めぐり「和鋼博物館」、ま

てりあ、 59(2020)、 542-543

た。また、流派ごとに刀の組織に特徴的な違い (2) 大場卓也：科学館めぐり「島根のたたら関

連施設」、まてりあ、62(2023)、802-805。

通じて製造方法や流派の推定が可能であるこ (3) 金屋子神社由緒略記

(4) 和鋼博物館総合案内 改訂版:平成 19年 12

月15日発行

(5) 歴史・文化シンポジウム「たたら今昔物語」

～古代・中世と現代を結ぶ鉄の径～報告書

平成 20 年 3 月 21 日 岡山県備中県民局発

行

(6) 森戸茂一：研究所紹介「島根大学 材料エ

ネルギー学部」、 まてりあ、 62(2023)、

808



「金属技術士をめざしませんか？・第一次試験受験者数３倍増」活動

宮内 憲一 （金属部会 幹事(受験生アップ)・広報委員会 委員）

１．はじめに

“技術士”は一般的に十分に知られていない。そのためか近年の技術士第一次試験（金属部門）

受験者数は、100 人程度で停滞している。金属部会として、金属に関わる学生や若手技術者・研究

者をはじめ、幅広い層に技術士を知ってもらい、資格取得への関心を高め、将来の“金属技術士の

仲間”を増やすことが不可欠である。そこで、今年から第一次試験実質受験者数の実質 3 倍増を目

指す活動を開始した。今年の主な取り組みと、そこから明らかとなった課題、さらに今後の活動の

進め方について紹介する。

２．今年の取り組み

（１）定例部会『本気で金属技術士をめざしませんか？』（2025.2.23 リアル＆WEB 開催)

   参加者 60 名(企業：17 名、公的試験研究機関：2 名、学生：1 名、その他一般：1 名、その他

技術士:39 名)。内容：①技術士制度の概要、②技術士会および金属部会の活動紹介、③4 名のモ

デル技術士による活動紹介、④若手技術士による技術士試験合格体験記、⑤YES-Metals！参加の

お誘い、⑥先輩技術士とのフリーディスカッション、で構成した。参加者アンケートでは概ね「技

術士をめざしたい」「受験意欲が高まった」との前向きな回答が多かった一方で、「技術士取得は

ハードルが高い」との声も一定数見られた。また参加者募集は、金属部会員による関係者への直

接声がけ、展示会での個々の出展企業ブースへの訪問による PR、Peatix(イベント開催 PR サイト)

や金属部会 HP での告知により実施した。しかし結果として、潜在的受験者層からの参加が限定的

であり、今後の改善点として「より広く届く PR 手法の模索」が課題となった。

（２）『技術士第一次試験（金属部門）受験相談会』（2025.4～5 WEB 開催・全 5 回）

  参加者 10 名(公的試験研究機関：6 名、企業：2 名、大学:2 名)。内容：①第一次試験(金属部

門)の概要、②第一次試験に向けての勉強方法の事例紹介、③YES-Metals!の紹介およびバックア

ップについて、④仲間との勉強会開催の提案、で構成した。開催は、定例部会での PR 手法に加

え、金属関連部門を有する 48 の公的試験研究機関、および金属系学科・研究室のある 16 の大学・

高専に開催案内(2025.2～3 月に実施)を直接送付した。この“狙い撃ち”の告知は、公的試験研

究機関には有効であり、参加者の 6 割を占め、技術士志向の高さが確認できた。しかし、特定の

公的試験研究機関に参加が偏っていた。また大学からは思ったほど参加がなかった。これは開催

告知の時期が、4 年生の進路決定した時期と重なり、開催 PR のタイミングとして適切でなかった

ことが考えられる。また潜在的な受験者層が多数いると思われる企業内の技術者・研究者の参加

は少なかった。定例部会と同様に、金属部会員による関係者(勤務先、コンサル先、学協会など)

への声がけが主体であり、不特定多数へ PR 手法として Peatix や部会 HP への開催案内掲載では、

多くの参加者は見込めないことも明らかとなった。また今回の相談会への参加者の現状は、「今年

度の第一次試験を受験するつもりである」や「第一次試験に向けて情報収集を行っている」と、

既にある程度受験の意思があるものであった。つまり、さらに第一次試験受験者数を増やすため

には、いかにして“新規創出の受験者層”にアプローチするかが最重要課題であることが明確と

なった。

（３）受験へのハードルと金属部会からの克服のための提案

  「来年度以降チャレンジ」や「情報収集中である」とする相談会参加者が、「今年度は受験しな

い」理由の多くが、「業務が忙しく、勉強する時間を確保できない！」であった。

そこで金属部会として、「仲間との勉強会（同じ職場内など仲間と）で、過去問を割り振り協力

し合いながら解答作成に取り組めば、効率的に、モティベーションを維持しながら勉強ができる」

ことを提案した。しかし、「同じ職場内に勉強する仲間がいない」という声も多く、『定例部会』

と『相談会』参加者の中から勉強会参加を希望する人を募り、金属部会幹事が、勉強会チーム編

成と運用をサポートすることとした。その結果、3 名(公的試験研究機関：2 名、企業:1 名)が勉

強会に参加した。



（４）第一次試験勉強会(2025.6～9・全 12 回開催)

  参加者主体で 2 週間に 1 回のペースで WEB 開催。市販参考書が乏しい専門科目(金属部門)に

対し過去問を分担して解答集を作成することをメインとした。なお、基礎科目、適性科目は、市

販参考書があるため、個人のペースで勉強することとした。今年の第一次試験受験を終えての参

加者の感想は、専門科目は、“今回の勉強会で集中的に取り組んで、予想通り十分な点数を確保で

きた』、『ほぼ過去問どおりであり、皆さんで作成した解答集を 2 周ほど確認すれば十分に合格ラ

インに達する内容だった。』であり、効率的に対策することができたとのことであった。したがっ

て、この勉強会開催は概ね好評だったと言える。適性科目は、常識の範囲内で判断できる問題が

多く、過去問を解いていなくても合格ラインには届きそうな印象だが、基礎科目は、『想定以上に

難易度が高く、時間配分に苦慮した印象。基礎科目の演習や確認を行う時間を設けることも有効

では』との声があり、来年度以降の勉強会では、基礎科目対策も何らかの形で取り入れる必要が

あるかもしれない。

（５）金属部会新合格者歓迎会でのミニ討議『金属技術士を増やすには？』(2025.6.8 リアル&WEB

開催)および新合格者からの金属部会公式 SNS 立ち上げ・企画・運営活動参加募集

  歓迎会では、この活動の取り組みや明らかとなった課題を共有し、『金属技術士を増やすには？』

のテーマで、フリーディスカッションを行った。参加者から、「金属技術士の認知向上が重要」

であり、その手段として「金属部会公式の SNS 開設・運用が適切である」との提案があった。こ

れを受けて、参加者に金属部会公式 SNS 立上げ・企画・運営活動メンバーを募り、新合格者 6 名

+世話人 1 名の計 7 名で、活動することになった。

（６）金属部会公式 SNS 立ち上げ・企画・運営活動(2025.7～)

  まず、主要 SNS （ X、Facebook、Instagram、YouTube、note）について、①特徴、②ターゲ

ット(一般、学生、企業内技術者・研究者)毎の閲覧性、③拡散性、④詳細情報の対応性(ブロ

グ性)、⑤SNS 立上げ(費用・準備手間）の難易度、⑥コンテンツ作成・運営費用・手間の難易

度、⑦セキュリティー、⑧炎上対策の取りやすさ、⑨他 SNS との相性、の観点から比較調査

を行った。その結果に基づき、限られた人員で効率的に運用するため、 “技術士”の認知効果が高

く、立上げ ・運用が容易な SNS から段階的に展開する方針を定め、表１に示す STEP での展開を計

画した。

現時点(2025.11 末)では X を先行的運用しており、ポスト(投稿)に多数のユーザーから反応が

寄せられ、公式 SNS として順調な立ち上がりを見せている。

  

３．今後の活動の進め方

  今後は、第一次試験受験者に役立つ情報、特に金属部門に関する専門的キーワード解説（過去

問そのものではなく、周辺知識の整理）を中心に、金属部会員のみなさまのご協力をいただきな

がら発信内容を充実させていく。これにより、新規創出の受験者層、潜在的受験者層、そして既

に受験を決意している層のすべてにとって有益な情報を提供できる「公式 SNS」としての基盤を

確立する。今後は、公式 SNS の発信力強化を活動の中心に据え、SNS での情報発信から勉強会へ

の参加促進につなげ、第一次受験者数の増加を実現させる。

なお来年度以降は、各年度の新合格者からの活動メンバーが主体となって、この活動を継続・

発展させていくことを期待する。

表 1  SNS 立上げ・運用計画





若手技術者の会 YES-Metals!　２０２５年活動実績

金属部会 防災支援委員・部会活性化担当
塩田祥二

活動期間：　2025年1月～12月

会合回 開催年月日 参加者数 講演者＊敬称略 技術部門他 演題

156 2025/1/18 16 大薗　剣吾 金属・機械・総監
「エレクトロニクス分野の金属材料と薄
膜における問題解決事例」

157 2025/2/15 20 塩田　祥二 金属 「技術の棚卸」

158 2025/3/15 20 田中　和明 金属 「業務に役立つ3つのスキル」

159 2025/4/19 16 栗原　朋之 金属
「化学会社における金属材料技術者の
業務と技術士資格取得について」

160 2025/5/17 20 藤井　史朗 金属
「日本の鉄鋼研究者がメキシコの国立工科
大学で挑む技術教育とコンサルティング」

161 2025/6/21 13 － － 都合により講演中止※全編座談会

162 2025/7/19 14 新井田　有慶 金属・総監
「「ヒューマンエラー」、「安全」、「標準
化」について」

163 2025/8/16 16 末松　直幸 修習技術者 「神戸製鋼所での開発業務」

164 2025/9/20 14 河合　保幸 金属・総監 「総監合格への私の挑戦」

165 2025/10/18 13 張　鉄家 大連大丸工業有限公司
「銅合金の鋳造と品質向上～バルブ鋳
造メーカーの実務～」

166 2025/11/15 15 岡田　太郎
滋賀県東北部工業
技術センター

「公設試利用のススメ」

167 2025/12/20 13 徳井　翔 金属・建設・総監
「技術士 二次試験 金属部門の知見を
活かした建設部門（鋼構造）への挑戦」

全参加数 190 名

・2025年は機械振興会館211号室＋Zoomによる全会ハイブリッドで開催したが、会場参加は伸び悩んだ。
・講演内容としては業務紹介、技術講演、技術士試験関係、技術者倫理、マネジメント等多岐に渡り、他部会の
　講演との差別化が図れたものと考える。
・第161回は、講演者都合により講演は中止、全編座談会として実施。
・各会合の詳細は、別冊の機関誌を参照。



2025 年月間技術士投稿実績・表彰

技術士(金属部門)の月間技術士投稿実績

年月 投稿者 執筆コーナー 題名

術分野特集
2025年01月 橋本 英樹 知られざる技 湿度計測の世界－露点

計測技術とその応用
2025年04月 松下 滋 編集室から -
2025年12月 阿部 秀明 社会への発信 技術士活性化委員会を

通した技術士活動
2025年12月 宮内 憲一 編集室から -

会長表彰
穂坂眞一
松下滋
濱田賢祐

名誉会員
春田要一
新井田有慶
中村隆彌



金属讃歌（金属部会歌）
金属は万物の

源（みなもと）にして
世に充つる文明を
担いて幾星霜
匠の技を極め

明るい未来照らす
我ら日本技術士会

金属部会
我ら日本技術士会

金属部会

YESｰMetals！の歌
ものづくりの学び舎に
集いし、我ら金属マン
匠の技を鍛えよ永遠に
夢と、希望と、情熱を
ともに分かちて未来を開く

そうだ！金属！YESｰMetals！

幾多の先人、築きたる
至宝を伝える技術士会

金属部会で、励めよ、尽くせ
技術と倫理と人の輪で

自分を磨きて、世に役立てる
そうだ！金属！YESｰMetals！
そうだ！金属！YESｰMetals！



公益社団法人 日本技術士会 金属部会 テクノメタリカ2025
（金属部会年報）

発行日：2026年1月25日
編集・発行：金属部会年報編集委員会
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館
TEL：（03）3459-1331 FAX：（03）3459-1338
URL：日本技術士会 https://www.engineer.or.jp/

金属部会 https://www.engineer.or.jp/c_dpt/metal/

【※本誌記事の無断転載（コピーを含む）を禁じます】


